
corega FEther USB-TXCインストールガイド

本紙では、Windows 98/Meでの本製品のインストール作業について説明しています。Windows 98
（Second Editionを含む）をお使いの方は 、Windows Meをお使いの方は  が付いたとこ
ろをお読みください（画面はWindows Meのものを使っています）。

■ Windows 98/Me 編
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①LEDランプ

②RJ-45モジュラージャック

③MACアドレス
④USBプラグ

⑤シリアル番号シール

本体裏面

⑥製品ラベル
（図は、本体色がWhiteの場合）

①LEDランプ
環境条件により、以下のように変化します。
点灯（緑）：100MbpsでLinkが確立しています。
（橙）：10MbpsでLinkが確立しています。

点滅（緑）：100Mbpsでパケットを送受信しています。
（橙）：10Mbpsでパケットを送受信しています。

②RJ-45モジュラージャック
LANケーブルを接続するコネクターです。

③MACアドレス
本製品のMACアドレスが記入されています。

④USBプラグ（USBシリーズAプラグ）
パソコンのUSBシリーズAポートに接続します。

⑤シリアル番号シール
本製品のシリアル番号（製造番号）とリビジョンが記入
されています。シリアル番号とリビジョンは、ユーザー
サポートへの問い合わせ時に必要な情報です。

⑥製品ラベル
本製品を安全にご使用いただくための重要な情報が記入
されています。必ずお読みください。

1 CD-ROMドライブ名を確認しよう
あらかじめ、ご使用のパソコンのCD-ROM ドライブ名（D、E、Qなどの英文字）を必ず確認し、メモ
しておきます。

 

パソコン購入時にWindowsがすでにインストールされていた場合、Windows のバックアップ
CD-ROM があるか確認しましょう。
もし無い場合は、Windowsのマニュアル等を参照して、バックアップをフロッピーディスク等に
必ずとりましょう。バックアップ方法に関しては、パソコンメーカーにご確認ください。

 

1. 「マイコンピュータ」をダブルクリック

ドライブ名

2. ご使用のパソコンのCD-ROMドライブ名（D、E、Qなど
の英文字）を確認し、メモしておく

2 パソコンに取り付けてドライバーを

インストールしよう

 

パソコンの電源を入れて、Windowsを起動します。この時点
では、まだ本製品を取り付けないでください。

本製品のUSBプラグをパソコンのUSBポートに奥までしっ
かりと挿し込みます。

1.「ドライバの場所
を指定する（詳し
い知識のある方向
け）」を選択して
「次へ」をクリック

1. 選択オプションがないのでそのまま「次へ」をクリック
2. 次のダイアログボックスで「使用中のデバイスに最適なドライバを検索
する（推奨）」を選択し、「次へ」をクリック

ドライブ名

 

1. 手順1のSTEP2でメモしておいたCD-ROMドライブ名
（D、E、Qなどの英文字）を確認します。
本製品付属の取扱説明書では、CD-ROMドライブを「D:」
として説明しております。
「D:」をご使用のパソコンのCD-ROMドライブ名に置き
換えてお読みください。

2. 製品付属のユーティリティーディスク（CD-ROM）をパ
ソコンのCD-ROMドライブに挿入

1.「使用中のデバイ
スに最適なドライ
バを検索する（推
奨）」を選択

2.「検索場所の指定」
のみにチェックを
入れる

3.「 D :¥WME」（STEP4参照）と入力して「次へ」をクリック

1.「検索場所の指定」のみにチェックを入れる
2.「 D :¥W98」（STEP4参照）と入力して「次へ」をクリック

ドライバーが見つからない
場合は、「参照」ボタンをク
リックして製品ドライバー
が格納されているフォルダ
を選択してください。「参
照」ボタンをクリックする
と右のようなウィンドウが
表示されます。

 

次のように表示されて
いることを確認し、
「次へ」をクリックし
ます。
・デバイス用のドライ
バファイルの検索
　→「corega FEther USB-TXC」
・ドライバのある場所:
　→「 D :¥WME¥NETCOKK.INF」（Windows Meの場合）
　→「 D :¥W98¥NETCOKK.INF」（Windows 98の場合）　
　（下線部にはパソコンのドライブ名が表示されます）

Windows Meでは「WME」、
Windows 98では「W98」

奥までしっかりと挿す奥までしっかりと挿す奥までしっかりと挿す
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雷のときはケーブル類・機器類にさわらない

本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。部
品が静電破壊する恐れがありますので、コネクターの接
点部分、ポート、部品などに素手で触れないでください。

パソコンのUSBポートに本製品を取り付ける作業は、必ず本
取扱説明書、およびご使用のパソコンの取扱説明書を参照
の上、正しく行ってください。

・石油・みがき粉・シンナー・ベンジン・
ワックス・熱湯・粉せっけん（化学ぞ
うきんをご使用のときは、その注意書
に従ってください）。

けが注意感電注意

感電注意

発火注意

感電注意発火注意

本製品は、取扱説明書に記載のな
い分解や改造はしないでください。
火災や感電、けがの原因となります。

感電の原因となります。

設置・移動のときは電源プラグを抜く
感電の原因となります。

高温注意

取り付け・取り外しのときの注意

長期保管や、パソコンから取り外した場合は、キャップを付けてください。
長期保管や持ち歩くときはキャップを付けて本製品の使用直後は高温になっています。不用意

に触れると、やけどの恐れがあります。

火災や感電の恐れがあります。水や異物を
入れないように注意してください。万一水
や異物が入った場合は、電源プラグをコンセ
ントから抜いて、当社のサポートセンターま
たは販売店にご連絡ください。

内部回路のショートの原因になり、火災や
感電の恐れがあります。

高温注意

USBに関する注意

USB対応周辺機器は、ご使用のパソコンメーカーが動作を保証している
製品を使用してください。
・本製品は、USBハブではご使用いただけません。
・本製品と本製品またはUSBポート用LANアダプタを1台のパソコ
ンに2個以上併用した場合、正常に動作いたしません。必ず1台の
み設置してください。
・スタンバイ状態への移行時、復帰状態への移行時に本製品のUSB
プラグの挿抜は行わないでください。また、スタンバイ状態からの
復帰時、パソコンの機種によっては、本製品が正常に動作しないも
のがあります。（スタンバイ状態への移行、復帰状態への移行につ
きましては、サポート対象外とさせていただきます。）
・本製品のUSBプラグの挿抜を行うときは、必ず、10秒以上間隔を
おいて行ってください。
・本製品が正常に認識されていない場合は、一度本製品を取り外し、
差し直してください。
・ホットプラグ機能では、USBプラグの抜き差しが自由に行えます
が、USBプラグを頻繁に抜き差ししたり、複数のUSB対応周辺機

器のUSBケーブルを同時に抜き差ししたりすると、パソコンのハ
ングアップや、Windowsのシステムファイルの破壊を招く恐れが
あります。上記の注意をお守りいただかないで起こった障害に関し
てはユーザーサポートの対象外とさせていただきますので、予めご
了承ください。
・USB増設ボードをご使用になりUSBポートを拡張する際は、正し
く取り付けてご使用ください。尚、本製品が正常に通信できない場
合は、ご使用の増設ボードメーカーにお問い合わせください。
・USBプラグ（USBシリーズAプラグ）の差し込み方法は、パソコ
ンの機種によっては、下や横に向けて装着するものもあります。必
ずご使用のパソコンの取扱説明書をご覧ください。
・本製品を使用中は、サスペンドレジューム機能は使用しないでくだ
さい。本製品を使用中にパソコンがサスペンド状態になった場合は、
通信の切断やその他予期しないエラーが発生することがあります。
・Windows 95からWindows 98 Second Editionへアップグレード
した場合のご使用は、サポート対象外となります。

　この手順は必要ありません。

　次のような画面が表示される場合があります。

■画面その1
Windows 98のCD-ROMをCD-ROMドライブに挿入して「OK」を
クリック

■画面その2
Windows98のCD-ROMをCD-ROMドライブに挿入し、「D:¥WIN98」
と入力して「OK」をクリック
（STEP4参照）

ご使用のパソコンがプリインストール版である場合、「ファイ
ルのコピー元」には「C:¥WINDOWS¥OPTION¥CABS」と入
力してください。
＊ここではハードディスクドライブを「C:」としています。

「○○○○が見つかりません」などと表示された場合は、以下
のパスの入力をお試しください。
・「C:¥WINDOWS¥OPTION¥CABS」と入力
・Windows 98のCD-ROMを挿入して「D:¥WIN98」と入力
・本製品のユーティリティーディスクを挿入して「D:¥W98」
と入力

（STEP4参照）

その他の手順については、本製品付属のユーティリティー
ディスク（CD-ROM）内の『index』をダブルクリックし、ブ
ラウザに表示される該当項目を参照してください。

 

1.「完了」をク
リック

2. CD-ROMドラ
イブからユー
ティリティー
ディスクを取
り出す

3.「はい」をクリックし、パソコンを再起動

これでドライバーのインストールは終了です。
続いて「3.ドライバーを確認しよう」へお進みください。

3 ドライバーを確認しよう

 

「マイコンピュータ」を右クリックし「プロパティ」から
「デバイスマネージャ」タブをクリックします。

 

1.「ネットワークアダプ
タ」をダブルクリック

2.「corega FEther USB-
TXC」と表示されてい
たら、ダブルクリック

 

「このデバイスは正常に動作して
います。」と表示されていればイ
ンストールは正常に終了してい
ます。「OK」をクリックして画面
を閉じてください。

4 LANに接続しよう
ドライバーが正常にインストールできたことを確認できたら、本製品を利
用してパソコンをLANに接続します。

LANケーブルのRJ-45モジュラープラグを、本製品のRJ-
45モジュラージャックに「カチッ」と音がするまで挿し
込みます。両端のプラグのどちらを差し込んでもかまい
ません。

LANケーブルは、以下の規格のものを使用してください。
コレガ社製ケーブルをご使用されることをおすすめします。
100BASE-TXの場合：カテゴリー5以上
10BASE-Tの場合：カテゴリー3以上

LANケーブルを軽く引いてみて抜けないことを確認します。

 ■ LANケーブルを外す場合は
RJ-45モジュラープラグのツメを指で押えながら手前に引くと、プラグ
を抜くことができます。

ドライバーの詳細な設定やトラブルシューティングなどは、ユーティリティーディスク（CD-ROM）内の
『index』をご参照ください。


